
オ
ー
ル
福
井
反
原
発
連
絡
会
と

老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！
実
行
委

員
会
は
、
こ
の
２
月
１
２
日
、
福

井
県
議
会
に
以
下
の
陳
情
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

福
井
県
議
会
議
長

宮
本

俊
様

「
使
用
済
み
核
燃
料
の
県
外
搬
出

に
関
す
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
実

効
性
の
あ
る
見
直
し
が
で
き
な
い

関
西
電
力
（
関
電
）
に
、
危
険
極

ま
り
な
い
老
朽
原
発
の
廃
炉
を
実

行
す
る
よ
う
求
め
て
下
さ
い
。

県
議
会
議
長
、
県
議
会
議
員
の

皆
様
に
は
、
弛
ま
ぬ
福
井
県
政
へ

の
ご
尽
力
に
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
関
電
は
、
一
昨
年
１
０

月
１
０
日
、
使
用
済
み
核
燃
料
の

福
井
県
外
搬
出
に
関
す
る
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
発
表
し
、
杉
本
達
治
福

井
県
知
事
は
、
わ
ず
か
３
日
後
に

こ
れ
を
容
認
し
て
い
ま
す
。
関
電

は
、
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
中
に
、

青
森
県
の
核
燃
料
再
処
理
工
場
の

活
用
、
中
間
貯
蔵
施
設
の
確
保
を

盛
り
込
み
、
い
か
に
も
近
々
使
用

済
み
核
燃
料
の
福
井
県
外
搬
出
が

可
能
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か

け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
日
本
原
燃
が
、
昨
年
８
月
２

３
日
、
「
核
燃
料
再
処
理
工
場
の

完
成
目
標
を
２
０
２
６
年
度
内
に

変
更
す
る
」
と
、
２
７
回
目
の
完

成
延
期
（
約
２
年
半
）
を
表
明
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
破
綻
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
関
電
の
森
望
社
長
は

開
き
直
っ
て
、
９
月
５
日
、
杉
本

福
井
県
知
事
と
面
談
し
、
使
用
済

み
核
燃
料
の
県
外
搬
出
に
向
け
た

「
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
、
「
本
年

度
末
ま
で
に
見
直
す
。
実
効
性
の

あ
る
見
直
し
が
で
き
な
い
場
合
、

高
浜
１
、
２
号
機
、
美
浜
３
号
機

を
運
転
し
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
現
在
ま
で
に
、

「
使
用
済
み
核
燃
料
の
行
き
場
」

に
関
し
て
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
空

約
束
と
約
束
反
古
を
繰
り
返
し
て

き
た
関
電
の
言
動
は
、
信
用
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回

も
「
使
用
済
み
核
燃
料
の
フ
ラ
ン

ス
へ
の
搬
出
を
若
干
上
乗
せ
す
る
」

な
ど
の
小
手
先
の
奇
策
で
誤
魔
化

す
と
危
惧
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
再
処
理
工
場
の
稼
働
は

極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
、
例
え

稼
働
し
た
と
し
て
も
過
酷
事
故
の

確
率
が
高
い
こ
と
は
、
多
く
が
指

摘
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
関

電
は
、
再
処
理
で
き
な
い
高
燃
焼

度
の
使
用
済
み
核
燃
料
お
よ
び
使

用
済
み
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
も
抱
え
て
い

ま
す
（
こ
れ
ら
は
、
今
後
増
大
し

ま
す
）
。

し
た
が
っ
て
、
使
用
済
み
核
燃

料
の
行
き
場
は
な
く
、
福
井
県
内

に
永
久
あ
る
い
は
長
期
保
管
さ
れ

る
可
能
性
は
大
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
関
電
は
、
約
束
通
り
老

朽
原
発
・
高
浜
１
、
２
号
機
、
美

浜
３
号
機
の
廃
炉
を
実
行
し
、
使

用
済
み
核
燃
料
の
発
生
源
・
原
発

の
全
廃
に
向
か
う
べ
き
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
福

井
県
議
会
に
以
下
を
陳
情
い
た
し

ま
す
。

陳
情
項
目

［
１
］
関
電
に
、
「
本
年
度
末
ま

で
に
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
実
効
性

の
あ
る
見
直
し
が
で
き
な
い
場
合
、

高
浜
１
、
２
号
機
、
美
浜
３
号
機

を
運
転
し
な
い
」
と
の
約
束
を
即

時
履
行
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

と
き
、
「
実
効
性
の
あ
る
見
直
し
」

と
は
、
「
関
電
の
保
有
す
る
、
あ

る
い
は
今
後
発
生
さ
せ
る
使
用
済

み
核
燃
料
の
全
て
の
県
外
搬
出
が

見
通
せ
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
で

す
。

［
２
］
関
電
は
、
「
使
用
済
み
核

燃
料
の
搬
出
の
円
滑
化
」
を
口
実

に
「
乾
式
貯
蔵
施
設
」
を
建
設
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
ま
で
の
搬
出
の
実
績
か
ら
し
て
、

「
乾
式
貯
蔵
施
設
」
は
な
く
て
も
、

使
用
済
み
核
燃
料
は
搬
出
で
き
ま

す
。
「
乾
式
貯
蔵
施
設
」
の
建
設

は
、
永
久
あ
る
い
は
長
期
福
井
県

内
貯
蔵
へ
の
道
を
開
く
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
「
乾
式
貯
蔵
施

設
」
の
建
設
を
認
め
な
い
で
く
だ

さ
い
。

［
３
］
高
浜
原
発
１
号
機
は
運
転

開
始
後
す
で
に
５
０
年
を
超
え
、

高
浜
２
号
機
、
美
浜
３
号
機
も
、

も
う
す
ぐ
５
０
年
超
え
の
「
超
老

朽
原
発
」
で
す
。
老
朽
原
発
で
は
、

圧
力
容
器
の
脆
化
、
配
管
の
腐
食
、

減
肉
、
電
源
ケ
ー
ブ
ル
の
劣
化
が



進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
原

発
に
は
、
建
設
時
に
は
適
当
と
さ

れ
た
が
、
現
在
の
基
準
で
は
不
適

当
と
考
え
ら
れ
る
部
分
が
多
数
あ

り
ま
す
が
、
全
て
が
見
直
さ
れ
、

改
善
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
地
震
の
大
き
さ
を

過
小
評
価
し
て
い
た
時
代
に
作
ら

れ
た
構
造
物
の
中
で
交
換
不
可
能

な
も
の
（
圧
力
容
器
な
ど
）
が
あ

り
ま
す
。
関
電
に
、
危
険
極
ま
り

な
い
「
超
老
朽
原
発
」
の
即
時
廃

炉
を
求
め
て
下
さ
い
。

［
４
］
私
た
ち
「
老
朽
原
発
う
ご

か
す
な
！
実
行
委
員
会
」
は
、
福

井
県
内
だ
け
で
な
く
、
関
西
、
中

部
な
ど
全
国
の
会
員
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
福
井
県
外

の
住
民
の
立
場
か
ら
、
福
井
県
議

会
に
以
下
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

原
発
お
よ
び
使
用
済
み
核
燃
料

保
管
施
設
が
過
酷
事
故
を
起
こ
せ

ば
、
そ
の
被
害
は
、
福
井
県
内
だ

け
で
な
く
、
広
く
関
西
、
中
部
な

ど
に
お
よ
ぶ
こ
と
は
、
福
島
原
発

事
故
の
教
訓
か
ら
容
易
に
推
測
さ

れ
ま
す
。
例
え
ば
、
京
都
府
や
滋

賀
県
の
大
部
分
は
若
狭
の
原
発
か

ら
７
０
㎞
以
内
に
あ
り
、
高
浜
原

発
、
大
飯
原
発
は
福
井
県
庁
の
あ

る
福
井
市
よ
り
近
距
離
に
あ
る
の

み
な
ら
ず
、
特
に
冬
場
は
、
若
狭

の
風
下
に
な
り
ま
す
。

２
月
１
２
日
、
オ
ー
ル
福
井
反

原
発
連
絡
会
と
老
朽
原
発
う
ご
か

す
な
！
実
行
委
員
会
は
、
福
井
県

議
会
に
行
き
場
の
な
い
使
用
済
み

核
燃
料
に
つ
い
て
の
陳
情
を
行
い

ま
し
た
。

３
月
３
１
日
の
期
限
切
れ
が
目

前
に
せ
ま
り
、
２
月
１
１
日
に
は
、

福
井
新
聞
ト
ッ
プ
に
関
電
の
「
使

用
済
み
核
燃
料
行
程
案
」
が
掲
載

さ
れ
る
な
ど
、
マ
ス
コ
ミ
の
関
心

も
高
く
１
０
人
近
く
の
マ
ス
コ
ミ

関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
に
陳
情
書
を
手
交
し
、
各

参
加
者
か
ら
の
発
言
が
な
さ
れ
ま

し
た
が
っ
て
、
福
井
県
議
会
や

福
井
県
知
事
の
決
断
は
、
福
井
県

外
の
多
く
の
住
民
の
命
と
生
活
に

関
わ
り
ま
す
。
福
井
県
議
会
は
、

周
辺
府
県
の
住
民
の
「
原
発
の
な

い
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
み
で
成

り
立
つ
社
会
」
を
求
め
る
声
に
も

十
分
に
耳
を
お
貸
し
下
さ
い
。

２
０
２
５
年
２
月
１
２
日

老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！

実
行
委
員
会

連
絡
先
；
木
原

壯
林

し
た
。

「
関
電
は
県
外
搬
出
と
言
い
な
が

ら
、
ま
っ
た
く
実
現
で
き
て
い
な

い
。
５
０
年
を
超
え
る
老
朽
原
発

の
耐
震
性
は
、
現
実
の
振
動
が
上

回
っ
て
お
り
地
震
に
耐
え
ら
れ
な

い
。
京
都
や
滋
賀
は
福
井
市
よ
り

も
若
狭
に
近
く
、
福
井
県
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
切
り
替
え
て
、
県
の
経
済
発
展

を
展
望
す
べ
き
だ
。
前
回
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
が
破
綻
し
た
の
は
、
議

会
が
知
事
一
任
と
し
た
結
果
だ
。

不
安
を
持
つ
住
民
に
対
す
る
説
明

会
を
開
く
べ
き
だ
。
議
会
で
反
対

意
見
を
聞
い
て
議
会
が
熟
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
効
性
が
あ

る
と
い
う
の
は
２
年
間
原
発
を
停

止
す
る
こ
と
以
外
に
な
い
。
す
で

に
関
電
は
何
度
も
嘘
を
つ
い
て
い

る
。
議
会
は
そ
れ
を
見
逃
し
て
は

い
け
な
い
」
な
ど
短
い
時
間
で
し

た
が
、
鋭
い
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。福

井
県
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
「
請
願
・
陳
情
は
、
県
民
の

皆
様
の
意
見
や
要
望
を
県
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
の
大
切
な
制
度
で

す
。
（
中
略
）
受
理
し
た
請
願
は

審
査
し
、
内
容
を
適
当
と
認
め
る

と
き
は
採
択
し
、
県
政
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
」

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
今
回
の
申

し
入
れ
で
「
内
容
に
不
適
切
」
な

と
こ
ろ
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

「
知
事
一
任
」
の
結
果
が
今
回
の

事
態
で
す
。
茶
番
、
猿
芝
居
、
出

来
レ
ー
ス
を
ま
た
ま
た
繰
り
返
す

の
で
し
ょ
う
か
？
県
議
会
を
県
議

会
た
ら
し
め
る
た
め
に
も
、
大
衆

運
動
で
監
視
が
必
要
だ
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

（
城
陽
市

山
口
孝
雄
）

３
月
３
１
日
、
「
関
電
は

約
束
守
れ
！
美
浜
集
会

使

用
済
み
核
燃
料
の
行
き
場
は

な
い
ぞ
」
に
集
ま
ろ
う
。

福
井
県
美
浜
に
あ
る
関
電

原
子
力
事
業
本
部
前
に
午
後

１
時
に
集
合
し
、
集
会
後
、

町
内
デ
モ
を
し

ま
す
。

当
日
、
京
都
、

滋
賀
、
大
阪
、

神
戸
か
ら
車
が

出
ま
す
。
詳
し

く
は
実
行
委
員

会
に
お
問
い
合
わ
せ
を


